
きれいな虹を見たよ！虹が出る前
は、雨がザーザー降って川も茶色
くなったんだよ。きれいな虹もう
一回見たいなあ…。

豊 島　廣 大くん（うめ組）
こう だいとよ しま

ゆりあちゃんと一緒に鬼ごっこ
をして遊んだよ。鬼にタッチさ
れないように、私、一生懸命
走ったよ。

小笠原ひなたちゃん（うめ組）
お がさわら

５月 エメラルド（縁石）
̶ 幸福・恩恵 ̶

男　1,247人（－14人）
女　1,302人（－７人）
計　2,549人（－21人）
世帯数936世帯（－４世帯）
（平成30年３月末現在）

12月

さつき
May皐 月

人の動き

む ら の ガイド
平成30年

誕 生 石

燃えるごみ収集日　新郷村全域　月曜日・木曜日（祭日も収集します）

家庭ごみは収集日の朝に出して下さい。生ごみの水切りにご協力を

ごみの減量とリサイクルに取り組みましょう

村民相談日　毎週月・木曜日　午前９時〜午後４時まで（場所：山村開発センター　祝祭日の場合は曜日変更あり）

２０１８年５月
行　　事　　等日 曜

軽自動車税　納期限
間木ノ平グリーンパーク牧場まつり
資源ごみ（ペットボトル等２品目）収集日
新郷温泉館休館日
粗大ごみ収集申込受付（～11日）
行政相談（相談室 13：00～15：00）
障がい者出張相談

（総合福祉センター 10：00～12：00）
資源ごみ（新聞等５品目）収集日
西越小学校・野沢中学校 合同大運動会
戸来小学校運動会
新郷温泉館休館日
資源ごみ（ビン・ペットボトル等２品目）収集日
粗大ごみ収集日
新郷中学校体育祭
第424回子ども会親子早起き掃除
新郷温泉館休館日
結核検診（～23日）
燃えないごみ収集日　※毎月第４火曜日

「くらし」と「しごと」無料相談会
（総合福祉センター 13：00～16：00）
母と子の栄養教室
資源ごみ（缶）収集日　※毎月第４金曜日
新郷温泉館休館日
チャレンジデー2018
固定資産税 第１期納期限
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みんなで支える国民年金

日本年金機構

この広報紙は地産地消・輸送マイレージに配慮した植物油インキを使用しています。

神無月

（村立戸来小学校入学式　関連記事４ページ）

長　根　奏　太くん
Ｈ29・７・３生
（地区）川代
（パパ）透
（ママ）優子
パパとママのねがい

お姉ちゃん、お兄ちゃんと
たくさん遊ぼうね！

なが ね そう た

とおる

ゆう こ
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ご入学おめでとう！
みんなで守ろう こうつうルール！
ご入学おめでとう！
みんなで守ろう こうつうルール！ ※平成30年４月から変更になりました
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付
）

　村長　　櫻　井　雅　洋

高見　憲一
長野　舞子
藤井　龍斗
畠山　耕一

総括主幹
主査
主査
主事

沢口くみ子
中鶴間淳子
平葭　美幸
伊調　敬史
木村　幸輝
佐々木さやか
佐々木　駿

副参事兼住民GL
総括主幹
総括主幹
主幹
主事
主事
主事

長峯美智子
保土沢京子
佐藤　伸之
佐藤　雅興
村中　弘子
高根ひかる
川代　早紀
大渡　泰嘉
高屋　麻美
谷地村知未

参事兼厚生GL
総括主幹兼主任保健師
主幹
主幹
主査
主事
主事
主事
保健師
保健師

税 務 グ ル ー プ住 民 グ ル ー プ

住 民 生 活 課 産 業 建 設 課 総　　務　　課

厚 生 グ ル ー プ

西　越　支　所

診　　療　　所

所長　高杉　亮平

教 育 委 員 会

総　　務　　課

教育長　橋本　芳弘

総合福祉センター内
ＴＥＬ61－7555

櫻䑓　博明
小坂　玲子

支所長
看護師

ＴＥＬ78－3131

ＴＥＬ78－3111

佐藤泰司（兼務）

福山佐登志
谷地村　豊
堀合　真帆

商工観光GL
総括主幹
主査
主事

新郷温泉館内
ＴＥＬ78－2025

佐藤　泰司
福山　鋼蔵
前山　艶子
谷地村光代
遠藤　克志
下舘　尚幸
井上　直人

副参事兼産業GL
総括主幹
総括主幹
主幹
主査
主事
主事

福山　　徹
横沢　幸治
横田　智大
田茂　和俊
永野　隆幸

総括主幹
総括主幹
主査
主幹兼自動車運転手主任
主査兼自動車運転手

産 業 グ ル ー プ 建 設 グ ル ー プ

議　　　　　　会

議 会 事 務 局

商工観光グループ

髙村　郁子
熊谷　賢一
福山　雄亮
工藤　正博
福山　拓史
田守香奈子
村上　　智
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本間由美子
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　  （監査委員書記兼務）
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三浦　輝雄
木村　裕一
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夜間、休日等の電話受付
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下栃棚幸子参事・住民生活課長
税務ＧＬ 遠藤　勇一参事・産業建設課長

建設ＧＬ 横田　堅悦参事・総務課長
総務ＧＬ 木村　優子参事・会計管理者

出納室長

事務局長
次長
書記
書記
書記
書記
書記

横田　堅悦（兼務）
髙村　郁子（兼務）
熊谷　賢一（兼務）
福山　雄亮（兼務）
工藤　正博（兼務）
福山　拓史（兼務）
田守香奈子（兼務）

新郷村役場
電話：0178－78－2111（代表）

新郷村職員配置及び機構図 平成30年４月１日現在平
成
三
十
年
度
新
郷
村
人
事
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村
　
郁
子

桜
井
真
紀
子

小
沢
　
幸
寛

横
道
　
敏
克

前
山
　
艶
子

保
土
沢
京
子

長
峯
　
　
満

川
代
　
俊
子

小
坂
　
玲
子

工
藤
　
正
博

谷
地
村
　
豊

長
峯
　
剛
幸

藤
井
　
龍
斗

木
村
　
幸
輝

大
渡
　
泰
嘉

総
務
課
参
事
兼
総
務
課
長
兼
総
務
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー

参
事
兼
会
計
管
理
者
兼
出
納
室
長

住
民
生
活
課
参
事
兼
住
民
生
活
課
長
兼
税
務
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー

産
業
建
設
課
参
事
兼
産
業
建
設
課
長
兼
建
設
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー

総
務
課
副
参
事
兼
企
画
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー

産
業
建
設
課
副
参
事
兼
産
業
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
兼
商
工
観
光
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー

住
民
生
活
課
副
参
事
兼
住
民
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー

総
務
課
総
務
グ
ル
ー
プ 

副
参
事

出
納
室
　
総
括
主
幹

教
育
委
員
会
　
総
務
課
長
補
佐

総
務
課
企
画
グ
ル
ー
プ
　
総
括
主
幹

産
業
建
設
課
産
業
グ
ル
ー
プ
　
総
括
主
幹

住
民
生
活
課
厚
生
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ー
プ
　
総
括
主
幹
兼
主
任
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健
師
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郷
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療
所
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ス
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新
郷
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所
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支
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護
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光
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兼
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兼
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兼
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画
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幹
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幹

教
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会
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長
補
佐
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民
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活
課
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グ
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ー
プ
　
主
任
保
健
師

新
郷
診
療
所
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ク
ス
線
技
師

新
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療
所
　
看
護
師
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民
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課
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グ
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プ
　
看
護
師

産
業
建
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業
グ
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プ
　
主
査
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建
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プ
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査

産
業
建
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グ
ル
ー
プ
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査
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民
生
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課
住
民
グ
ル
ー
プ
　
主
査

住
民
生
活
課
税
務
グ
ル
ー
プ
　
主
事

教
育
委
員
会
　
主
事

氏
　
名

新

旧

下
舘
　
尚
幸

井
上
　
直
人

堀
合
　
真
帆

佐
々
木
　
駿

産
業
建
設
課
産
業
グ
ル
ー
プ
　
主
事

産
業
建
設
課
産
業
グ
ル
ー
プ
　
主
事

産
業
建
設
課
商
工
観
光
グ
ル
ー
プ
　
主
事

住
民
生
活
課
住
民
グ
ル
ー
プ
　
主
事

氏
　
名

新

長
峯
　
　
晃

熊
谷
　
誠
悦

中
鶴
間
ゆ
き
子

境
　
真
理
子

井
上
　
隆
美

総
務
課
参
事
兼
総
務
課
長
兼
総
務
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー

参
事
兼
会
計
管
理
者

産
業
建
設
課
副
参
事
兼
商
工
観
光
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー

西
越
支
所
　
主
査

住
民
生
活
課
税
務
グ
ル
ー
プ
　
主
査

氏
　
名

旧

備
　
考

備
　
考

定
年
退
職
　
三
月
三
十
一
日
付

定
年
退
職
　
三
月
三
十
一
日
付

定
年
退
職
　
三
月
三
十
一
日
付

再
任
用
　
期
間
満
了
　
三
月
三
十
一
日
付

再
任
用
　
期
間
満
了
　
三
月
三
十
一
日
付

新
採
用

異
動
・
昇
格

新
採
用

退

　職

下栃棚幸子参事・住民生活課長
税務ＧＬ 遠藤　勇一参事・産業建設課長

建設ＧＬ 横田　堅悦参事・総務課長
総務ＧＬ 木村　優子参事・会計管理者

出納室長

事務局長
次長
書記
書記
書記
書記
書記

横田　堅悦（兼務）
髙村　郁子（兼務）
熊谷　賢一（兼務）
福山　雄亮（兼務）
工藤　正博（兼務）
福山　拓史（兼務）
田守香奈子（兼務）

新郷村役場
電話：0178－78－2111（代表）

新郷村職員配置及び機構図 平成30年４月１日現在平
成
三
十
年
度
新
郷
村
人
事
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新
郷
村
ふ
る
さ
と
活
性
化
公
社

「
地
元
産
」に
こ
だ
わ
っ
た

乳
加
工
品
の
輸
出
評
価

　
３
月
30
日
、
冬
期
間
一
人
暮
ら

し
の
高
齢
者
が
共
同
生
活
を
送
る

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ハ
ウ
ス
「
新
郷
村

和
の
家
」
の
退
所
式
が
行
わ
れ
、

入
居
し
て
い
た
向
山
キ
ヨ
さ
ん
、

小
笠
原
み
ね
さ
ん
、
才
神
チ
ヱ
さ

ん
の
３
人
が
自
宅
へ
戻
り
ま
し
た
。

　
２
月
上
旬
か
ら
約
２
ヵ
月
間
の

共
同
生
活
を
終
え
た
３
人
。
今
年

度
初
め
て
入
居
し
た
小
笠
原
さ
ん

は「
入
る
前
ま
で
は
、
ど
ん
な
と
こ

ろ
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
た
け
ど
、

管
理
人
の
方
た
ち
も
親
切
で
、
３

人
で
協
力
し
て
楽
し
く
過
ご
す
こ

と
が
で
き
た
」と
笑
顔
で
振
り
返
っ

て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
た
び
、
飲
む
ヨ
ー
グ
ル
ト

や
生
キ
ャ
ラ
煎
餅
な
ど
を
輸
出

す
る
、
新
郷
村
ふ
る
さ
と
活
性
化

公
社（
角
岸
秀
伸
事
務
局
長
）が
、

東
北
農
政
局
が
行
っ
た「
輸
出
に
取
り

組
む
優
良
事
業
者
表
彰
」で
、
東
北

農
政
局
長
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
公
社
で
は
、
平
成
20
年
か
ら
香

港
な
ど
へ
飲
む
ヨ
ー
グ
ル
ト
の
輸

出
を
開
始
。
平
成
28
年
に
は
、「
飲

む
ヨ
ー
グ
ル
ト
・
ザ
・
プ
レ
ミ
ア

ム
」の
ア
メ
リ
カ
へ
の
輸
出
を
開
始

し
ま
し
た
。
米
国
へ
の
乳
製
品
の

輸
出
は
審
査
が
厳
し
く
、
困
難
。

原
材
料
の
生
乳
に
こ
だ
わ
り
、
仕

入
れ
か
ら
製
造
ま
で
を
一
貫
し
て

「
地
元
産
」で
行
う
強
み
な
ど
が
高

く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　
４
月
７
日
、
村
内
４
つ
の
小
中

学
校
で
入
学
式
と
始
業
式
が
執
り

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
う
ち
戸
来
小
学
校（
杉
本
一

郎
校
長
）で
は
、
12
名
の
新
入
学
児

童
が
期
待
に
胸
を
ふ
く
ら
ま
せ
門

出
の
日
を
迎
え
ま
し
た
。

　
式
が
始
ま
る
と
、
担
任
の
山
田

千
秋
教
諭
に
続
い
て
児
童
が
入

場
。「
新
入
学
児
童
紹
介
」で
は
、

名
前
を
読
み
上
げ
ら
れ
る
と
元
気

な
返
事
が
体
育
館
に
響
き
渡
り
ま

し
た
。

　
西
越
小
学
校（
盛
裕
子
校
長
）

の
新
入
学
児
童
は
１
名
。
す
こ
し

緊
張
し
た
表
情
を
浮
か
べ
な
が
ら

も
、
在
校
生
や
教
職
員
、
地
域
の

方
々
に
あ
た
た
か
く
見
守
ら
れ
な

が
ら
学
校
生
活
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ

ま
し
た
。

　
こ
の
た
び
、
横
沢
美
穂
子
さ
ん

が「
Ｖ
ｉ
Ｃ
・
ウ
ー
マ
ン
」と
し
て

県
か
ら
認
定
を
受
け
、
３
月
20
日
、

三
八
地
域
県
民
局
農
林
水
産
部
の

大
久
保
寛
通
次
長
か
ら
認
定
証
の

伝
達
を
受
け
ま
し
た
。

　「
Ｖ
ｉ
Ｃ
・
ウ
ー
マ
ン
」と
は
、

特
色
あ
る
地
域
農
林
水
産
業
や
住

み
よ
い
社
会
づ
く
り
な
ど
に
取
り

組
む
農
山
漁
村
の
女
性
リ
ー
ダ
ー

を
、
県
が
活
性
化
の
推
進
役
と
し

て
認
定
し
て
い
る
も
の
で
、
新
郷

村
の
会
員
は
現
在
横
沢
さ
ん
を
含

め
て
６
名
。
横
沢
さ
ん
は
、
葉
タ

バ
コ
栽
培
を
通
じ
た
地
域
の
連
携

と
技
術
向
上
、
高
齢
者
継
続
雇
用

の
仕
組
み
づ
く
り
な
ど
が
評
価
さ

れ
認
定
を
受
け
ま
し
た
。

　
新
郷
村
Ｖ
ｉ
Ｃ
・
ウ
ー
マ
ン
の
会

で
は
、
花
植
え
活
動
や
乾
燥
野
菜

の
製
造
・
販
売
な
ど
の
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
新
郷
温
泉
館
で
３
月
20
日
、
元

三
本
木
農
業
高
等
学
校
校
長
の
斗

沢
栄
一
氏（
十
和
田
市
）に
よ
る
水
芭

蕉
群
生
地
調
査
報
告
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
斗
沢
氏
は
植
物
に
つ
い
て

の
著
書
を
多
数
出
版
し
て
お
り
、
昨

年
４
月
か
ら
11
月
の
間
に
計
８
回

水
芭
蕉
群
生
地
に
足
を
運
び
、
月
ご

と
の
様
子
な
ど
を
調
査
し
ま
し
た
。

　
報
告
会
で
は
、
村
の
観
光
関
係
者

約
20
人
に
水
芭
蕉
の
生
態
や
繁
殖
の

仕
方
、
成
長
の
様
子
の
ほ
か
、
群
生

地
に
自
生
し
て
い
る
草
花
に
つ
い
て

も
解
説
。「
新
郷
村
の
水
芭
蕉
群
生

地
は
北
東
北
最
大
級
。
も
っ
と
Ｐ
Ｒ

し
て
ぜ
ひ
多
く
の
人
に
見
て
も
ら
い

た
い
」と
今
後
も
調
査
を
継
続
し
て

行
く
こ
と
を
約
束
し
て
い
ま
し
た
。

　
４
月
13
日
、
公
有
林
野
保
護
監

視
員
４
名
へ
櫻
井
村
長
か
ら
委
嘱

状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
委
嘱
さ

れ
た
監
視
員
は
、
そ
れ
ぞ
れ
指
定

の
ベ
ス
ト
や
腕
章
を
着
用
し
、
た

き
火
や
た
ば
こ
の
投
げ
捨
て
な
ど

か
ら
発
生
す
る
山
火
事
の
予
防
や
、

ゴ
ミ
の
不
法
投
棄
な
ど
を
巡
回
し

取
り
締
ま
り
ま
す
。
監
視
員
と
担

当
区
域
は
次
の
と
お
り
で
す
。

新郷村役場 新採用職員紹介
　平成30年４月に採用された新職員を紹介します。４月２日の辞令交付後、宣誓書に署名し、公務
員としての決意を固く誓った４人。これから住民のために公務に励んでいきます。どうぞよろしく
お願いします！

横沢さん（左）と新郷村ＶｉＣ・
ウーマンの会会長の畠山えみ子さん

木内岳志東北農政局長から表彰を
受けた角岸事務局長（右）　

横
沢
美
穂
子
さ
ん（
横
沢
）

Ｖ
ｉ
Ｃ
・
ウ
ー
マ
ン
に

新
規
認
定

和
の
家
退
所
式

和
の
家
退
所
式

和の家での生活を振り返り談笑する小笠原さん（右）ら

田茂　隆義
北川目、
大黒森方面

村上　秋治朗
南川目、戸来岳手前から
雨池・二ノ倉方面

佐藤　章一
北川目、上後藤方面、
国道までの雨池方面

石ケ守　崇
南川目、丹内沢、
崩頭、温泉沢方面

産業建設課 産業グループ

主な担当：肉用牛及び酪農振興・
　　　　　畜産事業全般 等

（しもだて　たかゆき）
主事　下 舘 　 尚 幸

産業建設課 産業グループ

主な担当：農業災害対策・緑化推進事業・
　　　  　鳥獣保護 等

（いのうえ　なおと） 
主事　井 上 　 直 人

産業建設課 商工観光グループ

主な担当：観光物産展・広域観光・
　　　　　道の駅 等

（ほりあい　まほ）
主事　堀 合 　 真 帆

住民生活課 住民グループ  

主な担当：戸籍・印鑑登録・
　　　　　住民基本台帳

（ささき　しゅん）
主事　佐 々 木　 駿 

１

2
3

１

（　 出身地　　趣味・特技　　抱負）１ 2 3

2
3

１
2
3

１
2
3

公
有
林
野
保
護
監
視
員

４
名
に
委
嘱
状
を
交
付

ご
入
学
お
め
で
と
う
！！

西越小学校

戸来小学校

北
東
北
最
大
級「
水
芭
蕉
群
生
地
」

村
の
花 

村
の
誇
り
に
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賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
公
社
で
は
、
平
成
20
年
か
ら
香

港
な
ど
へ
飲
む
ヨ
ー
グ
ル
ト
の
輸

出
を
開
始
。
平
成
28
年
に
は
、「
飲

む
ヨ
ー
グ
ル
ト
・
ザ
・
プ
レ
ミ
ア

ム
」の
ア
メ
リ
カ
へ
の
輸
出
を
開
始

し
ま
し
た
。
米
国
へ
の
乳
製
品
の

輸
出
は
審
査
が
厳
し
く
、
困
難
。

原
材
料
の
生
乳
に
こ
だ
わ
り
、
仕

入
れ
か
ら
製
造
ま
で
を
一
貫
し
て

「
地
元
産
」で
行
う
強
み
な
ど
が
高

く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　
４
月
７
日
、
村
内
４
つ
の
小
中

学
校
で
入
学
式
と
始
業
式
が
執
り

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
う
ち
戸
来
小
学
校（
杉
本
一

郎
校
長
）で
は
、
12
名
の
新
入
学
児

童
が
期
待
に
胸
を
ふ
く
ら
ま
せ
門

出
の
日
を
迎
え
ま
し
た
。

　
式
が
始
ま
る
と
、
担
任
の
山
田

千
秋
教
諭
に
続
い
て
児
童
が
入

場
。「
新
入
学
児
童
紹
介
」で
は
、

名
前
を
読
み
上
げ
ら
れ
る
と
元
気

な
返
事
が
体
育
館
に
響
き
渡
り
ま

し
た
。

　
西
越
小
学
校（
盛
裕
子
校
長
）

の
新
入
学
児
童
は
１
名
。
す
こ
し

緊
張
し
た
表
情
を
浮
か
べ
な
が
ら

も
、
在
校
生
や
教
職
員
、
地
域
の

方
々
に
あ
た
た
か
く
見
守
ら
れ
な

が
ら
学
校
生
活
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ

ま
し
た
。

　
こ
の
た
び
、
横
沢
美
穂
子
さ
ん

が「
Ｖ
ｉ
Ｃ
・
ウ
ー
マ
ン
」と
し
て

県
か
ら
認
定
を
受
け
、
３
月
20
日
、

三
八
地
域
県
民
局
農
林
水
産
部
の

大
久
保
寛
通
次
長
か
ら
認
定
証
の

伝
達
を
受
け
ま
し
た
。

　「
Ｖ
ｉ
Ｃ
・
ウ
ー
マ
ン
」と
は
、

特
色
あ
る
地
域
農
林
水
産
業
や
住

み
よ
い
社
会
づ
く
り
な
ど
に
取
り

組
む
農
山
漁
村
の
女
性
リ
ー
ダ
ー

を
、
県
が
活
性
化
の
推
進
役
と
し

て
認
定
し
て
い
る
も
の
で
、
新
郷

村
の
会
員
は
現
在
横
沢
さ
ん
を
含

め
て
６
名
。
横
沢
さ
ん
は
、
葉
タ

バ
コ
栽
培
を
通
じ
た
地
域
の
連
携

と
技
術
向
上
、
高
齢
者
継
続
雇
用

の
仕
組
み
づ
く
り
な
ど
が
評
価
さ

れ
認
定
を
受
け
ま
し
た
。

　
新
郷
村
Ｖ
ｉ
Ｃ
・
ウ
ー
マ
ン
の
会

で
は
、
花
植
え
活
動
や
乾
燥
野
菜

の
製
造
・
販
売
な
ど
の
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
新
郷
温
泉
館
で
３
月
20
日
、
元

三
本
木
農
業
高
等
学
校
校
長
の
斗

沢
栄
一
氏（
十
和
田
市
）に
よ
る
水
芭

蕉
群
生
地
調
査
報
告
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
斗
沢
氏
は
植
物
に
つ
い
て

の
著
書
を
多
数
出
版
し
て
お
り
、
昨

年
４
月
か
ら
11
月
の
間
に
計
８
回

水
芭
蕉
群
生
地
に
足
を
運
び
、
月
ご

と
の
様
子
な
ど
を
調
査
し
ま
し
た
。

　
報
告
会
で
は
、
村
の
観
光
関
係
者

約
20
人
に
水
芭
蕉
の
生
態
や
繁
殖
の

仕
方
、
成
長
の
様
子
の
ほ
か
、
群
生

地
に
自
生
し
て
い
る
草
花
に
つ
い
て

も
解
説
。「
新
郷
村
の
水
芭
蕉
群
生

地
は
北
東
北
最
大
級
。
も
っ
と
Ｐ
Ｒ

し
て
ぜ
ひ
多
く
の
人
に
見
て
も
ら
い

た
い
」と
今
後
も
調
査
を
継
続
し
て

行
く
こ
と
を
約
束
し
て
い
ま
し
た
。

　
４
月
13
日
、
公
有
林
野
保
護
監

視
員
４
名
へ
櫻
井
村
長
か
ら
委
嘱

状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
委
嘱
さ

れ
た
監
視
員
は
、
そ
れ
ぞ
れ
指
定

の
ベ
ス
ト
や
腕
章
を
着
用
し
、
た

き
火
や
た
ば
こ
の
投
げ
捨
て
な
ど

か
ら
発
生
す
る
山
火
事
の
予
防
や
、

ゴ
ミ
の
不
法
投
棄
な
ど
を
巡
回
し

取
り
締
ま
り
ま
す
。
監
視
員
と
担

当
区
域
は
次
の
と
お
り
で
す
。

新郷村役場 新採用職員紹介
　平成30年４月に採用された新職員を紹介します。４月２日の辞令交付後、宣誓書に署名し、公務
員としての決意を固く誓った４人。これから住民のために公務に励んでいきます。どうぞよろしく
お願いします！

横沢さん（左）と新郷村ＶｉＣ・
ウーマンの会会長の畠山えみ子さん

木内岳志東北農政局長から表彰を
受けた角岸事務局長（右）　

横
沢
美
穂
子
さ
ん（
横
沢
）

Ｖ
ｉ
Ｃ
・
ウ
ー
マ
ン
に

新
規
認
定

和
の
家
退
所
式

和
の
家
退
所
式

和の家での生活を振り返り談笑する小笠原さん（右）ら

田茂　隆義
北川目、
大黒森方面

村上　秋治朗
南川目、戸来岳手前から
雨池・二ノ倉方面

佐藤　章一
北川目、上後藤方面、
国道までの雨池方面

石ケ守　崇
南川目、丹内沢、
崩頭、温泉沢方面

産業建設課 産業グループ

主な担当：肉用牛及び酪農振興・
　　　　　畜産事業全般 等

（しもだて　たかゆき）
主事　下 舘 　 尚 幸

産業建設課 産業グループ

主な担当：農業災害対策・緑化推進事業・
　　　  　鳥獣保護 等

（いのうえ　なおと） 
主事　井 上 　 直 人

産業建設課 商工観光グループ

主な担当：観光物産展・広域観光・
　　　　　道の駅 等

（ほりあい　まほ）
主事　堀 合 　 真 帆

住民生活課 住民グループ  

主な担当：戸籍・印鑑登録・
　　　　　住民基本台帳

（ささき　しゅん）
主事　佐 々 木　 駿 

１

2
3

１

（　 出身地　　趣味・特技　　抱負）１ 2 3

2
3

１
2
3

１
2
3

公
有
林
野
保
護
監
視
員

４
名
に
委
嘱
状
を
交
付

ご
入
学
お
め
で
と
う
！！

西越小学校

戸来小学校

北
東
北
最
大
級「
水
芭
蕉
群
生
地
」

村
の
花 

村
の
誇
り
に
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春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
実
施

に
向
け
、
児
童
・
生
徒
の
交
通
安
全

意
識
の
高
揚
と
交
通
事
故
防
止
の

啓
発
の
た
め
、
村
で
は
オ
リ
ジ
ナ
ル

の
反
射
材
を
作
成
し
ま
し
た
。

　
反
射
材
は
、
村
の
マ
ス
コ
ッ
ト

「
新
く
ん
・
郷
ち
ゃ
ん
」が
タ
ス
キ

を
か
け
交
通
安
全
を
Ｐ
Ｒ
。
作
成

し
た
反
射
材
は
、
し
ん
ご
う
保
育

園
園
児
と
小
中
学
校
の
全
児
童
生

徒
へ
配
布
し
ま
し
た
。
今
後
は
各

種
交
通
安
全
イ
ベ
ン
ト
で
の
配
布

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
新
郷
村
消
防
団
第
二
分
団（
西

越
：
佐
藤
進
分
団
長
）に
新
し
い
消

防
ポ
ン
プ
自
動
車
が
導
入
さ
れ
、

３
月
18
日
、
配
置
式
と
入
魂
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
新
し
い
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車

は
、
迅
速
か
つ
確
実
な
消
火
活
動

を
可
能
に
し
、
地
域
の
安
全
を
守

る
た
め
活
躍
し
ま
す
。

　
ま
た
、
第
７
分
団（
扇
ノ
沢
：
戸

来
直
紀
分
団
長
）へ
は
可
搬
式
ポ
ン

プ
が
新
た
に
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

　
３
月
29
日
、
村
長
室
に
お
い
て

櫻
井
村
長
か
ら
日
向
昌
徳
氏
へ
新

郷
村
消
防
団
長
の
辞
令
が
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。

　
日
向
氏
は
平
成
３
年
１
月
、
第

５
分
団
に
入
団
。
分
団
長
や
ラ
ッ

パ
隊
長
な
ど
を
歴
任
し
、
今
回
は

副
団
長
か
ら
の
昇
格
と
な
り
ま
し

た
。
日
向
氏
の
任
期
は
平
成
30
年

４
月
１
日
か
ら
平
成
33
年
８
月

29
日
ま
で
で
す
。

　
前
消
防
団
長
の
畠
山
賢
悦
氏

は
、
昭
和
54
年
３
月
に
第
１
分
団

に
入
団
後
、
分
団
長
、
ラ
ッ
パ
隊

長
、
副
団
長
な
ど
を
歴
任
し
、

平
成
21
年
８
月
か
ら
８
年
７
ヵ
月

に
わ
た
っ
て
団
長
の
職
を
務
め
ま

し
た
。

　
五
戸
消
防
署
西
分
遣

所
の
所
長
を
紹
介
し
ま

す
。

◆
出
身
地
　
八
戸
市

◆
住
民
へ
ひ
と
こ
と

　
３
月
ま
で
お
い
ら
せ

消
防
署
に
勤
務
し
て
お

り
、
４
月
か
ら
初
め
て

西
分
遣
所
で
勤
務
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
新
郷
村
の
安
全
安

心
の
た
め
所
員
一
同
務

め
て
参
り
ま
す
。
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
新
郷
駐
在
所
の
お
ま
わ
り
さ
ん

を
紹
介
し
ま
す
。

◆
出
身
地
　
八
戸
市

◆
住
民
へ
ひ
と
こ
と

　
新
郷
村
へ
赴
任
し
て
３
年
目
に

な
り
ま
し
た
。
事
件
事

故
な
ど
、
身
近
な
こ
と

で
も
不
安
に
感
じ
た
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

　
見
覚
え
の
な
い
請
求

が
あ
っ
た
と
き
は
、
詐

欺
の
疑
い
が
あ
り
ま
す

の
で
十
分
注
意
す
る
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

反
射
マ
ス
コ
ッ
ト
を

　
　作
成
し
ま
し
た
！

新
郷
村
オ
リ
ジ
ナ
ル

　
４
月
７
日
、
新
郷
村
新
採
用

職
員
４
名
が
、
五
戸
消
防
署
西

分
遣
所
の
一
日
分
遣
所
長
と
一

日
消
防
隊
長
を
体
験
し
ま
し

た
。

　
一
日
分
遣
所
長
に
堀
合
真
帆

さ
ん
、
一
日
消
防
隊
長
に
井
上

直
人
さ
ん
が
任
命
さ
れ
、
点
呼

や
車
両
交
代
な
ど
を
体
験
。
防

災
広
報
車
に
乗
り
込
み
、
無
線

機
で
火
災
予
防
を
呼
び
か
け
ま

し
た
。

　
そ
の
後
、
し
ん
ご
う
保
育
園

を
訪
問
し
紙
芝
居
を
披
露
。
一

日
分
遣
所
長
の
堀
合
さ
ん
の
発

声
に
続
き
、
園
児
と
防
火
の
誓

い
を
読
み
上
げ
ま
し
た
。

　
４
月
14
日
、
新
郷
村
各
常
会

自
主
防
災
組
織
合
同
訓
練
が
行

わ
れ
、
住
民
ら
約
40
人
が
参
加

し
ま
し
た
。
参
加
者
は
、
五
戸

消
防
署
西
分
遣
所
員
の
指
導
を

受
け
な
が
ら
、
消
火
器
や
消
火

栓
の
取
り
扱
い
訓
練
、
起
震
車

や
濃
煙
体
験
、
心
肺
蘇
生
法
や

応
急
処
置
の
方
法
な
ど
を
学
び

ま
し
た
。

　
災
害
時
に
は
、
地
域
住
民
に

よ
る
自
助
・
共
助
の
営
み
が
被

害
の
軽
減
に
最
大
の
効
果
を
発

揮
し
ま
す
。
村
と
五
戸
消
防
署

西
分
遣
所
で
は
、
自
主
防
災
組

織
の
結
成
を
推
奨
し
て
い
ま

す
。

全国春の火災予防運動週間（４／９～４／15）

　
４
月
５
日
、
春
の
全
国
交
通

安
全
運
動
を
前
に
、
五
戸
地
区

交
通
安
全
協
会（
三
浦
俊
哉
会

長
）主
催
の
、
交
通
指
導
隊
決

起
大
会
が
五
戸
警
察
署
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
本
村
と
五
戸
町
か
ら
出
席
し

た
関
係
者
約
40
人
は
、
指
導
隊

員
の
服
装
や
装
備
品
の
点
検
、

辞
令
交
付
な
ど
を
通
し
て
意
識

を
高
め
、
事
故
の
な
い
安
全
安

心
な
地
域
づ
く
り
に
向
け
て
決

意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。
ま

た
、
本
村
か
ら
は
以
下
の
２
名

が
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

▼
功
労
賞

　勤
続
15
年

　
髙
橋
　
一
男（
戸
来
支
隊
）

▼
優
良
隊
員
賞

　
佐
藤
　
寿
喜（
西
越
支
隊
）

　
期
間
中
の
６
日
間
、
村
交
通

安
全
対
策
協
議
会
、
交
通
指
導

隊
、
住
民
ら
が
村
内
５
カ
所
で

街
頭
指
導
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
４
月
６
日
、
新
郷
駐
在
所
前

に
は
櫻
井
村
長
、
冨
岡
昭
宏
五

戸
警
察
署
長
ら
約
10
人
が
沿
道

に
立
ち
、
午
前
７
時
か
ら
約
１

時
間
に
わ
た
っ
て
戸
来
小
学
校

や
新
郷
中
学
校
に
登
校
す
る
児

童
生
徒
ら
と
元
気
に
あ
い
さ
つ

を
交
わ
し
な
が
ら
交
通
安
全
を

呼
び
か
け
ま
し
た
。

春の全国交通安全運動（４／６～４／15）

畠
山
氏
勇
退

　
　日
向
氏
が
就
任

新
郷
村
消
防
団
長

第
二
分
団
へ
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車

第
七
分
団
へ
可
搬
式
ポ
ン
プ
導
入

五戸警察署新郷警察官駐在所五戸消防署西分遣所

交
通
指
導
隊
決
起
大
会

通
学
路
で

　
　街
頭
指
導

五
戸
地
区
交
通
安
全
協
会

交
通
事
故
ゼ
ロ
を
願
っ
て

あ
ら
た

さ
と

事
件
・
事
故
は

１
１
０
番

おもて うら

消
防
署
員
を
体
験

自
助
・
共
助
の
心
得
を
学
び

地
域
の
防
災
力
を
強
化

新
採
用
職
員
４
名

所  長 佐々木  隆  一
さ さ き りゅう いち

所  長 小山内  利  之
ゆきないお さ とし

火
事
、
救
急
・
救
助
は

１
１
９
番
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春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
実
施

に
向
け
、
児
童
・
生
徒
の
交
通
安
全

意
識
の
高
揚
と
交
通
事
故
防
止
の

啓
発
の
た
め
、
村
で
は
オ
リ
ジ
ナ
ル

の
反
射
材
を
作
成
し
ま
し
た
。

　
反
射
材
は
、
村
の
マ
ス
コ
ッ
ト

「
新
く
ん
・
郷
ち
ゃ
ん
」が
タ
ス
キ

を
か
け
交
通
安
全
を
Ｐ
Ｒ
。
作
成

し
た
反
射
材
は
、
し
ん
ご
う
保
育

園
園
児
と
小
中
学
校
の
全
児
童
生

徒
へ
配
布
し
ま
し
た
。
今
後
は
各

種
交
通
安
全
イ
ベ
ン
ト
で
の
配
布

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
新
郷
村
消
防
団
第
二
分
団（
西

越
：
佐
藤
進
分
団
長
）に
新
し
い
消

防
ポ
ン
プ
自
動
車
が
導
入
さ
れ
、

３
月
18
日
、
配
置
式
と
入
魂
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
新
し
い
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車

は
、
迅
速
か
つ
確
実
な
消
火
活
動

を
可
能
に
し
、
地
域
の
安
全
を
守

る
た
め
活
躍
し
ま
す
。

　
ま
た
、
第
７
分
団（
扇
ノ
沢
：
戸

来
直
紀
分
団
長
）へ
は
可
搬
式
ポ
ン

プ
が
新
た
に
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

　
３
月
29
日
、
村
長
室
に
お
い
て

櫻
井
村
長
か
ら
日
向
昌
徳
氏
へ
新

郷
村
消
防
団
長
の
辞
令
が
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。

　
日
向
氏
は
平
成
３
年
１
月
、
第

５
分
団
に
入
団
。
分
団
長
や
ラ
ッ

パ
隊
長
な
ど
を
歴
任
し
、
今
回
は

副
団
長
か
ら
の
昇
格
と
な
り
ま
し

た
。
日
向
氏
の
任
期
は
平
成
30
年

４
月
１
日
か
ら
平
成
33
年
８
月

29
日
ま
で
で
す
。

　
前
消
防
団
長
の
畠
山
賢
悦
氏

は
、
昭
和
54
年
３
月
に
第
１
分
団

に
入
団
後
、
分
団
長
、
ラ
ッ
パ
隊

長
、
副
団
長
な
ど
を
歴
任
し
、

平
成
21
年
８
月
か
ら
８
年
７
ヵ
月

に
わ
た
っ
て
団
長
の
職
を
務
め
ま

し
た
。

　
五
戸
消
防
署
西
分
遣

所
の
所
長
を
紹
介
し
ま

す
。

◆
出
身
地
　
八
戸
市

◆
住
民
へ
ひ
と
こ
と

　
３
月
ま
で
お
い
ら
せ

消
防
署
に
勤
務
し
て
お

り
、
４
月
か
ら
初
め
て

西
分
遣
所
で
勤
務
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
新
郷
村
の
安
全
安

心
の
た
め
所
員
一
同
務

め
て
参
り
ま
す
。
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
新
郷
駐
在
所
の
お
ま
わ
り
さ
ん

を
紹
介
し
ま
す
。

◆
出
身
地
　
八
戸
市

◆
住
民
へ
ひ
と
こ
と

　
新
郷
村
へ
赴
任
し
て
３
年
目
に

な
り
ま
し
た
。
事
件
事

故
な
ど
、
身
近
な
こ
と

で
も
不
安
に
感
じ
た
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

　
見
覚
え
の
な
い
請
求

が
あ
っ
た
と
き
は
、
詐

欺
の
疑
い
が
あ
り
ま
す

の
で
十
分
注
意
す
る
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

反
射
マ
ス
コ
ッ
ト
を

　
　作
成
し
ま
し
た
！

新
郷
村
オ
リ
ジ
ナ
ル

　
４
月
７
日
、
新
郷
村
新
採
用

職
員
４
名
が
、
五
戸
消
防
署
西

分
遣
所
の
一
日
分
遣
所
長
と
一

日
消
防
隊
長
を
体
験
し
ま
し

た
。

　
一
日
分
遣
所
長
に
堀
合
真
帆

さ
ん
、
一
日
消
防
隊
長
に
井
上

直
人
さ
ん
が
任
命
さ
れ
、
点
呼

や
車
両
交
代
な
ど
を
体
験
。
防

災
広
報
車
に
乗
り
込
み
、
無
線

機
で
火
災
予
防
を
呼
び
か
け
ま

し
た
。

　
そ
の
後
、
し
ん
ご
う
保
育
園

を
訪
問
し
紙
芝
居
を
披
露
。
一

日
分
遣
所
長
の
堀
合
さ
ん
の
発

声
に
続
き
、
園
児
と
防
火
の
誓

い
を
読
み
上
げ
ま
し
た
。

　
４
月
14
日
、
新
郷
村
各
常
会

自
主
防
災
組
織
合
同
訓
練
が
行

わ
れ
、
住
民
ら
約
40
人
が
参
加

し
ま
し
た
。
参
加
者
は
、
五
戸

消
防
署
西
分
遣
所
員
の
指
導
を

受
け
な
が
ら
、
消
火
器
や
消
火

栓
の
取
り
扱
い
訓
練
、
起
震
車

や
濃
煙
体
験
、
心
肺
蘇
生
法
や

応
急
処
置
の
方
法
な
ど
を
学
び

ま
し
た
。

　
災
害
時
に
は
、
地
域
住
民
に

よ
る
自
助
・
共
助
の
営
み
が
被

害
の
軽
減
に
最
大
の
効
果
を
発

揮
し
ま
す
。
村
と
五
戸
消
防
署

西
分
遣
所
で
は
、
自
主
防
災
組

織
の
結
成
を
推
奨
し
て
い
ま

す
。

全国春の火災予防運動週間（４／９～４／15）

　
４
月
５
日
、
春
の
全
国
交
通

安
全
運
動
を
前
に
、
五
戸
地
区

交
通
安
全
協
会（
三
浦
俊
哉
会

長
）主
催
の
、
交
通
指
導
隊
決

起
大
会
が
五
戸
警
察
署
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
本
村
と
五
戸
町
か
ら
出
席
し

た
関
係
者
約
40
人
は
、
指
導
隊

員
の
服
装
や
装
備
品
の
点
検
、

辞
令
交
付
な
ど
を
通
し
て
意
識

を
高
め
、
事
故
の
な
い
安
全
安

心
な
地
域
づ
く
り
に
向
け
て
決

意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。
ま

た
、
本
村
か
ら
は
以
下
の
２
名

が
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

▼
功
労
賞

　勤
続
15
年

　
髙
橋
　
一
男（
戸
来
支
隊
）

▼
優
良
隊
員
賞

　
佐
藤
　
寿
喜（
西
越
支
隊
）

　
期
間
中
の
６
日
間
、
村
交
通

安
全
対
策
協
議
会
、
交
通
指
導

隊
、
住
民
ら
が
村
内
５
カ
所
で

街
頭
指
導
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
４
月
６
日
、
新
郷
駐
在
所
前

に
は
櫻
井
村
長
、
冨
岡
昭
宏
五

戸
警
察
署
長
ら
約
10
人
が
沿
道

に
立
ち
、
午
前
７
時
か
ら
約
１

時
間
に
わ
た
っ
て
戸
来
小
学
校

や
新
郷
中
学
校
に
登
校
す
る
児

童
生
徒
ら
と
元
気
に
あ
い
さ
つ

を
交
わ
し
な
が
ら
交
通
安
全
を

呼
び
か
け
ま
し
た
。

春の全国交通安全運動（４／６～４／15）

畠
山
氏
勇
退

　
　日
向
氏
が
就
任

新
郷
村
消
防
団
長

第
二
分
団
へ
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車

第
七
分
団
へ
可
搬
式
ポ
ン
プ
導
入

五戸警察署新郷警察官駐在所五戸消防署西分遣所

交
通
指
導
隊
決
起
大
会

通
学
路
で

　
　街
頭
指
導

五
戸
地
区
交
通
安
全
協
会

交
通
事
故
ゼ
ロ
を
願
っ
て

あ
ら
た

さ
と

事
件
・
事
故
は

１
１
０
番

おもて うら

消
防
署
員
を
体
験

自
助
・
共
助
の
心
得
を
学
び

地
域
の
防
災
力
を
強
化

新
採
用
職
員
４
名

所  長 佐々木  隆  一
さ さ き りゅう いち

所  長 小山内  利  之
ゆきないお さ とし

火
事
、
救
急
・
救
助
は

１
１
９
番
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消防事務
介護認定審査会事務

し尿処理施設に関すること

ごみ焼却施設に関すること

リサイクルプラザに
関すること

全市町村
全市町村
八戸市・南部町の旧福地村
の区域・階上町
八戸市・南部町の旧福地村
の区域・階上町
八戸市・南部町の旧福地村
の区域・階上町

所得割額

実施予定日

普 通 救 命
講 習 Ⅰ

講習の種類
と 内 容

定員・対象
・20人程度（先着順・定員になり次第受付終了）
・八戸市、三戸郡各町村、上北郡おいらせ町に居住、通勤又は

通学している中学生以上の個人（事業所単位で受講希望の
場合は、最寄りの消防署にお問い合わせください。）

・消防本部指令救急課へ電話、ファックス、メール
でお申し込みください。

・お申し込みの際は、氏名（ふりがなもお願いし
ます。）、性別、生年月日、連絡先電話番号を
お願いします。（修了証作成時に使用します。）

・受講料は、無料です。
青森県八戸市田向五丁目１番１号
八戸地域広域市町村圏事務組合消防本部　指令救急課
TEL 0178－44－4857　FAX 0178－46－1171
Mail：kyuukyuu@hachinohe119.jp

申込み方法等

問い合わせ

平成30年　　
５月９日（水）

・普通救命講習Ⅰ：成人を対象とした心肺蘇生法と自動体外
式除細動器（AED）の使用方法、大出血
時の止血法等を身につける講習

時　　間 講習場所 申込み期限

９時～12時 消防本部
４階

５月２日（水）まで

６月９日（土）
９月９日（日）

６月１日（金）まで
９月３日（月）まで

資産割額 均等割額
（被保険者数）

平等割額
（世帯）

医 療 分
後期支援金分
介 護 分

7.0%
2.0％
1.5％

25.0％
10.0％
10.0％

23,000円
7,000円
7,000円

25,500円
7,500円
7,500円

所得割額 資産割額 均等割額
（被保険者数）

平等割額
（世帯）

医 療 分
後期支援金分
介 護 分

7.0%
2.0％
1.5％

廃止
廃止
廃止

23,000円
7,000円
7,000円

25,500円
7,500円
7,500円

（３時間）

　新社会人となるなど、この時期は、就職により
社会保険等に加入する方が多くなります。国民
健康保険に加入していた方が社会保険等の他保
険に加入した場合には、国民健康保険の資格
喪失届が必要となりますので、次のとおり手続
きを必ず行ってください。
　なお、他保険に加入した日から、国民健康保険
の被保険者証（保険証）は、使用できなくなりま
すので、必ず返還してください。
○手続きの窓口
　・新郷村役場住民グループ
○手続きに必要なもの

・国民健康保険被保険者証（返還）
・他保険に加入した証明書又は他保険の被保険者証
・マイナンバーが確認できるもの
・印鑑
・届に来庁される方の身分証明書（運転免許証等）

※今年度も、40～74歳までの国民健康保険被保険
者を対象に特定健診を実施します。特定健診を
受けることにより、病気を早期発見・早期治療
することが医療費を低く抑えることにつながり
ます。医療費を低く抑えることが、国民健康
保険税の抑制につながります。ぜひ、特定健診
を受けましょう。新郷診療所での受診申し込み
は、役場住民グループまでお願いします。

　その他ご不明な点は、役場住民グループ　国民
健康保険係℡ 78－2111（内線604）までお問い合わ
せください。

　女性のためのキャリアアップ講座を開講しま
す。仕事に役立つビジネススキル研修（企画提案力
研修など）と施設見学などを実施する予定です。
講座の期間：平成30年度～平成31年度の２年間
回　　　数：年７回程度
開 催 日 時：原則木曜の13時30分～17時
場　　　所：八戸市庁内会議室など
対　　　象：２年間の受講が可能な20歳～49歳

（平成30年５月１日現在）の女性で、
次にあてはまる人

▽八戸圏域（八戸市・三戸町・五戸町・田子町・
南部町・階上町・新郷村・おいらせ町）の
事業所に勤務している人又は在住の人

定　　　員：25人程度（先着順）
　※事業所として申込の場合は１事業所につき５人まで
受　講　料：無料　　※託児あり（就学前まで）
申　込　書：八戸市市民連携推進課、八戸市庁本館・

別館案内、南郷事務所、八戸市各公民館、
八戸市各市民サービスセンターで配布。
八戸市ホームページからダウンロード可

申　・　問：５月９日（水）～５月31日（木）の期間内
に申込書を、郵送、FＡＸ、Eメール、
持参又は電話で八戸市市民連携推進課へ

※募集受付期間前の申込等は受け付けておりま
せんのでご注意ください。
八戸市市民連携推進課
TEL 0178－43－9217　FAX 0178－47－1485
Eメール：renkei@city.hachinohe.aomori.jp

　平成30年度から国民健康保険税の基礎課税額算定
方法が下表のとおり、資産割額が廃止となります。

【現　行】

【改正後】

問い合わせ　役場税務グループ　℡ 78－2111（内線503）

国民健康保険加入のみなさまへ

お知らせ

八戸地域広域
市町村圏事務組合

　八戸地域広域市町村圏事務組合の概要をお知
らせします。
　今後、組合の予算・決算や事業の内容等を順次
お知らせします。
○八戸地域広域市町村圏事務組合とは？

　消防・ごみ・介護福祉などに関する業務を市町
村共同で行うために設置された特別地方公共団体

（一部事務組合）で、昭和46年に発足しました。
　構成市町村は、八戸市、三戸町、五戸町、田子
町、南部町、階上町、新郷村、おいらせ町の８市
町村です。
　組合のシンボルマークは、八幡馬をモチーフに、
三戸町出身の漫画家・馬場のぼるさんによって
デザインされました。

○共同で処理する事業
　事業によって、全市町村で共同処理するものや、
一部の市町村で共同処理するものがあります。

○執行機関について（平成30年３月26日現在）
　組合には、構成市町村長の互選により、管理者、
管理者を補佐する副管理者を置いており、構成市
町村の職員が業務を行っています（消防を除く）。
　管 理 者　　小　林　　　眞（八戸市長）
　副管理者　　三　浦　正　名（五戸町長）
　　　　　　　田名部　政　一（八戸市副市長）
　また、組合の財務や事業について監査を行う監
査委員は、管理者が議会の同意を得て、組合議員
及び識見を有する者から選任します。
　監査委員　　早　狩　博　規（八戸市代表監査委員）

《構成市町村役場で、組合の概要を配布しています。
また、組合のホームページでもご覧いただけます》

問い合わせ
八戸地域広域市町村圏事務組合事務局総務課
八戸市内丸一丁目１番１号（八戸市庁内）
TEL 0178－43－9556　FAX 0178－45－2077
http://www.city.hachinohe.aomori.jp/koiki/

　秋田県鹿角市十和田大湯字熊取平及び
田代平地区（通称 十和田高原地区）におい
て、平成28年に熊による死傷事故（死亡４
件、負傷２件）が相次いで発生しました。
当該地区は未だ安全確保に至っていないため、入山の
自粛をお願い致します。また、鹿角市では市道・林道の
通行止めを実施しておりますのでご了承ください。
問い合わせ　役場産業グループ　℡ 78－2111（内線304）

平成30年度国民健康保険税の算定方法が変わります

　消防本部では、地域の皆さんに対して、「救急隊が到着
するまでの応急手当」について救命講習を開催します。一人
一人が大切な命を救えるよう、救命講習を受講しましょう。

…資格喪失届を忘れずに！

　工業統計調査は我が国の工業の実態
を明らかにすることを目的とした統計
法に基づく報告義務がある重要な統計
です。
　調査結果は中小企業施策や地域振興
などの基礎資料として利活用されます。
　調査時点は平成30年６月１日です。
　調査票へのご回答をお願いいたし
ます。

・牛の乳搾り体験（無料）13時15分～14時

入園無料

（金）
日  時

５４
10時～15時

開催場所
間木ノ平

グリーンパーク
ふれあい牧場

問い合わせ　新郷村ふるさと活性化公社　TEL 0178－78－2511　FAX 0178－78－2522

・あつあつピザ作り体験
好きな具材をのせてオリジナルのピザを作ってみよう！
その場で焼いて熱々をお召し上がりいただけます。
　料金：1枚500円（先着100名）

・ワイルドベーコン実演販売 12時～
少しスパイシーに熟成させ薫煙（スモーク）した県産骨付きの
豚バラベーコンを熱々のままその場で切って販売します。
　料金：1ブロック500円（先着100名）

・雪室熟成りんご販売
昨年秋に収穫した五戸町倉石産のサンふじを新郷村の雪の中で貯蔵し熟成させました。
旨みが増しみずみずしくなった「雪室熟成りんご」を数量限定で特別販売いたします。

《イベント内容》

ゆきむろ

その他、バーベキュー
コーナーやポニー乗馬
体験など
イベント盛りだくさん
の牧場まつりへぜひ
お越しください♪

「女子力向上ぜみなーる」受講者募集
女性チャレンジ講座

タケノコ採り等での十和田高原地区への
入山自粛のお願いについて

みどりの日
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経済産業省・青森県・新郷村

平成30年工業統計調査を実施します

工業統計キャラクター・
コウちゃん
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消防事務
介護認定審査会事務

し尿処理施設に関すること

ごみ焼却施設に関すること

リサイクルプラザに
関すること

全市町村
全市町村
八戸市・南部町の旧福地村
の区域・階上町
八戸市・南部町の旧福地村
の区域・階上町
八戸市・南部町の旧福地村
の区域・階上町

所得割額

実施予定日

普 通 救 命
講 習 Ⅰ

講習の種類
と 内 容

定員・対象
・20人程度（先着順・定員になり次第受付終了）
・八戸市、三戸郡各町村、上北郡おいらせ町に居住、通勤又は

通学している中学生以上の個人（事業所単位で受講希望の
場合は、最寄りの消防署にお問い合わせください。）

・消防本部指令救急課へ電話、ファックス、メール
でお申し込みください。

・お申し込みの際は、氏名（ふりがなもお願いし
ます。）、性別、生年月日、連絡先電話番号を
お願いします。（修了証作成時に使用します。）

・受講料は、無料です。
青森県八戸市田向五丁目１番１号
八戸地域広域市町村圏事務組合消防本部　指令救急課
TEL 0178－44－4857　FAX 0178－46－1171
Mail：kyuukyuu@hachinohe119.jp

申込み方法等

問い合わせ

平成30年　　
５月９日（水）

・普通救命講習Ⅰ：成人を対象とした心肺蘇生法と自動体外
式除細動器（AED）の使用方法、大出血
時の止血法等を身につける講習

時　　間 講習場所 申込み期限

９時～12時 消防本部
４階

５月２日（水）まで

６月９日（土）
９月９日（日）

６月１日（金）まで
９月３日（月）まで

資産割額 均等割額
（被保険者数）

平等割額
（世帯）

医 療 分
後期支援金分
介 護 分

7.0%
2.0％
1.5％

25.0％
10.0％
10.0％

23,000円
7,000円
7,000円

25,500円
7,500円
7,500円

所得割額 資産割額 均等割額
（被保険者数）

平等割額
（世帯）

医 療 分
後期支援金分
介 護 分

7.0%
2.0％
1.5％

廃止
廃止
廃止

23,000円
7,000円
7,000円

25,500円
7,500円
7,500円

（３時間）

　新社会人となるなど、この時期は、就職により
社会保険等に加入する方が多くなります。国民
健康保険に加入していた方が社会保険等の他保
険に加入した場合には、国民健康保険の資格
喪失届が必要となりますので、次のとおり手続
きを必ず行ってください。
　なお、他保険に加入した日から、国民健康保険
の被保険者証（保険証）は、使用できなくなりま
すので、必ず返還してください。
○手続きの窓口
　・新郷村役場住民グループ
○手続きに必要なもの

・国民健康保険被保険者証（返還）
・他保険に加入した証明書又は他保険の被保険者証
・マイナンバーが確認できるもの
・印鑑
・届に来庁される方の身分証明書（運転免許証等）

※今年度も、40～74歳までの国民健康保険被保険
者を対象に特定健診を実施します。特定健診を
受けることにより、病気を早期発見・早期治療
することが医療費を低く抑えることにつながり
ます。医療費を低く抑えることが、国民健康
保険税の抑制につながります。ぜひ、特定健診
を受けましょう。新郷診療所での受診申し込み
は、役場住民グループまでお願いします。

　その他ご不明な点は、役場住民グループ　国民
健康保険係℡ 78－2111（内線604）までお問い合わ
せください。

　女性のためのキャリアアップ講座を開講しま
す。仕事に役立つビジネススキル研修（企画提案力
研修など）と施設見学などを実施する予定です。
講座の期間：平成30年度～平成31年度の２年間
回　　　数：年７回程度
開 催 日 時：原則木曜の13時30分～17時
場　　　所：八戸市庁内会議室など
対　　　象：２年間の受講が可能な20歳～49歳

（平成30年５月１日現在）の女性で、
次にあてはまる人

▽八戸圏域（八戸市・三戸町・五戸町・田子町・
南部町・階上町・新郷村・おいらせ町）の
事業所に勤務している人又は在住の人

定　　　員：25人程度（先着順）
　※事業所として申込の場合は１事業所につき５人まで
受　講　料：無料　　※託児あり（就学前まで）
申　込　書：八戸市市民連携推進課、八戸市庁本館・

別館案内、南郷事務所、八戸市各公民館、
八戸市各市民サービスセンターで配布。
八戸市ホームページからダウンロード可

申　・　問：５月９日（水）～５月31日（木）の期間内
に申込書を、郵送、FＡＸ、Eメール、
持参又は電話で八戸市市民連携推進課へ

※募集受付期間前の申込等は受け付けておりま
せんのでご注意ください。
八戸市市民連携推進課
TEL 0178－43－9217　FAX 0178－47－1485
Eメール：renkei@city.hachinohe.aomori.jp

　平成30年度から国民健康保険税の基礎課税額算定
方法が下表のとおり、資産割額が廃止となります。

【現　行】

【改正後】

問い合わせ　役場税務グループ　℡ 78－2111（内線503）

国民健康保険加入のみなさまへ

お知らせ

八戸地域広域
市町村圏事務組合

　八戸地域広域市町村圏事務組合の概要をお知
らせします。
　今後、組合の予算・決算や事業の内容等を順次
お知らせします。
○八戸地域広域市町村圏事務組合とは？

　消防・ごみ・介護福祉などに関する業務を市町
村共同で行うために設置された特別地方公共団体

（一部事務組合）で、昭和46年に発足しました。
　構成市町村は、八戸市、三戸町、五戸町、田子
町、南部町、階上町、新郷村、おいらせ町の８市
町村です。
　組合のシンボルマークは、八幡馬をモチーフに、
三戸町出身の漫画家・馬場のぼるさんによって
デザインされました。

○共同で処理する事業
　事業によって、全市町村で共同処理するものや、
一部の市町村で共同処理するものがあります。

○執行機関について（平成30年３月26日現在）
　組合には、構成市町村長の互選により、管理者、
管理者を補佐する副管理者を置いており、構成市
町村の職員が業務を行っています（消防を除く）。
　管 理 者　　小　林　　　眞（八戸市長）
　副管理者　　三　浦　正　名（五戸町長）
　　　　　　　田名部　政　一（八戸市副市長）
　また、組合の財務や事業について監査を行う監
査委員は、管理者が議会の同意を得て、組合議員
及び識見を有する者から選任します。
　監査委員　　早　狩　博　規（八戸市代表監査委員）

《構成市町村役場で、組合の概要を配布しています。
また、組合のホームページでもご覧いただけます》

問い合わせ
八戸地域広域市町村圏事務組合事務局総務課
八戸市内丸一丁目１番１号（八戸市庁内）
TEL 0178－43－9556　FAX 0178－45－2077
http://www.city.hachinohe.aomori.jp/koiki/

　秋田県鹿角市十和田大湯字熊取平及び
田代平地区（通称 十和田高原地区）におい
て、平成28年に熊による死傷事故（死亡４
件、負傷２件）が相次いで発生しました。
当該地区は未だ安全確保に至っていないため、入山の
自粛をお願い致します。また、鹿角市では市道・林道の
通行止めを実施しておりますのでご了承ください。
問い合わせ　役場産業グループ　℡ 78－2111（内線304）

平成30年度国民健康保険税の算定方法が変わります

　消防本部では、地域の皆さんに対して、「救急隊が到着
するまでの応急手当」について救命講習を開催します。一人
一人が大切な命を救えるよう、救命講習を受講しましょう。

…資格喪失届を忘れずに！

　工業統計調査は我が国の工業の実態
を明らかにすることを目的とした統計
法に基づく報告義務がある重要な統計
です。
　調査結果は中小企業施策や地域振興
などの基礎資料として利活用されます。
　調査時点は平成30年６月１日です。
　調査票へのご回答をお願いいたし
ます。

・牛の乳搾り体験（無料）13時15分～14時

入園無料

（金）
日  時

５４
10時～15時

開催場所
間木ノ平

グリーンパーク
ふれあい牧場

問い合わせ　新郷村ふるさと活性化公社　TEL 0178－78－2511　FAX 0178－78－2522

・あつあつピザ作り体験
好きな具材をのせてオリジナルのピザを作ってみよう！
その場で焼いて熱々をお召し上がりいただけます。
　料金：1枚500円（先着100名）

・ワイルドベーコン実演販売 12時～
少しスパイシーに熟成させ薫煙（スモーク）した県産骨付きの
豚バラベーコンを熱々のままその場で切って販売します。
　料金：1ブロック500円（先着100名）

・雪室熟成りんご販売
昨年秋に収穫した五戸町倉石産のサンふじを新郷村の雪の中で貯蔵し熟成させました。
旨みが増しみずみずしくなった「雪室熟成りんご」を数量限定で特別販売いたします。

《イベント内容》

ゆきむろ

その他、バーベキュー
コーナーやポニー乗馬
体験など
イベント盛りだくさん
の牧場まつりへぜひ
お越しください♪

「女子力向上ぜみなーる」受講者募集
女性チャレンジ講座

タケノコ採り等での十和田高原地区への
入山自粛のお願いについて

みどりの日

救 命 講 習
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経済産業省・青森県・新郷村

平成30年工業統計調査を実施します

工業統計キャラクター・
コウちゃん



きれいな虹を見たよ！虹が出る前
は、雨がザーザー降って川も茶色
くなったんだよ。きれいな虹もう
一回見たいなあ…。

豊 島　廣 大くん（うめ組）
こう だいとよ しま

ゆりあちゃんと一緒に鬼ごっこ
をして遊んだよ。鬼にタッチさ
れないように、私、一生懸命
走ったよ。

小笠原ひなたちゃん（うめ組）
お がさわら

５月 エメラルド（縁石）
̶ 幸福・恩恵 ̶

男　1,247人（－14人）
女　1,302人（－７人）
計　2,549人（－21人）
世帯数936世帯（－４世帯）
（平成30年３月末現在）

12月

さつき
May皐 月

人の動き

む ら の ガイド
平成30年

誕 生 石

燃えるごみ収集日　新郷村全域　月曜日・木曜日（祭日も収集します）

家庭ごみは収集日の朝に出して下さい。生ごみの水切りにご協力を

ごみの減量とリサイクルに取り組みましょう

村民相談日　毎週月・木曜日　午前９時〜午後４時まで（場所：山村開発センター　祝祭日の場合は曜日変更あり）

２０１８年５月
行　　事　　等日 曜

軽自動車税　納期限
間木ノ平グリーンパーク牧場まつり
資源ごみ（ペットボトル等２品目）収集日
新郷温泉館休館日
粗大ごみ収集申込受付（～11日）
行政相談（相談室 13：00～15：00）
障がい者出張相談

（総合福祉センター 10：00～12：00）
資源ごみ（新聞等５品目）収集日
西越小学校・野沢中学校 合同大運動会
戸来小学校運動会
新郷温泉館休館日
資源ごみ（ビン・ペットボトル等２品目）収集日
粗大ごみ収集日
新郷中学校体育祭
第424回子ども会親子早起き掃除
新郷温泉館休館日
結核検診（～23日）
燃えないごみ収集日　※毎月第４火曜日

「くらし」と「しごと」無料相談会
（総合福祉センター 13：00～16：00）
母と子の栄養教室
資源ごみ（缶）収集日　※毎月第４金曜日
新郷温泉館休館日
チャレンジデー2018
固定資産税 第１期納期限

1

4

7

8

9

11
12
13
14

18

20

21

22

24
25
28
30
31

火

金

月

火

水

金
土
日
月

金

日

月

火

木
金
月
水
木

みんなで支える国民年金

日本年金機構

この広報紙は地産地消・輸送マイレージに配慮した植物油インキを使用しています。

神無月

（村立戸来小学校入学式　関連記事４ページ）

長　根　奏　太くん
Ｈ29・７・３生
（地区）川代
（パパ）透
（ママ）優子
パパとママのねがい

お姉ちゃん、お兄ちゃんと
たくさん遊ぼうね！

なが ね そう た

とおる

ゆう こ
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ぼくとわたしの絵 ○しんごう保育園291
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新郷村ホームページ　http://www.vill.shingo.aomori.jp
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2018 （平成30年）

APRIL

ご入学おめでとう！
みんなで守ろう こうつうルール！
ご入学おめでとう！
みんなで守ろう こうつうルール！ ※平成30年４月から変更になりました


